
研修会『正しい放射線の理解』 
2019 年 9月 20日に敦賀市立看護大学で開催♪ 

  救急・災害看護研究センター協力しました！ 

1. 参加者 

受講者：46 名 

（看護学生 36 名、一般看護師 9 名[内大学院生 4]） 

講師陣：8 名、福井大学工学部学生 5 名 

スタッフ：敦賀市立看護大学教員 4 名、事務 1 名     

 

2. アンケート結果 

回収率  85.8％（39/46 名中）   

看護師実務経験者 3/36 名中  

 

1）身のまわりの放射線を正しく理解しよう （n=39） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）事例から考えてみよう！原子力災害時のリスクコミュニケーション（n=39） 

 
 

 

 

（1）とても良かった・よかった理由 

 

 

福井大学の方からわかり易い説明を受けたり、実際に放射線量を測定することができ学びが深 

とても良かった
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よかった
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ふつう
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よくなかった

0%

 今まで知らなかった放射線についての知識を得る良い機会になった。 
 放射線の体験などもできてよかった。 
 グループワークで意見を出しあって、リスクコミュニケーションの重要性を理解できた。 

 いつか起こりうる可能性があるし、1度行ったことがあるのと未経験では違うので、リスクコミュニ

ケーションのHow toが知れてよかった 

 他大学の人と交流ができ、自分とは違う視点からの考えがでてきて面白かった。 

   等 
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